
○市町村リーディングスタッフ
   の活用

○養護学級児童生徒数・学級数の増加

・Ｈ１６～１７で２００名を養成
　→巡回教育相談等

・養護学級児童生徒数・学級数推移
　　　（「大阪の教育をめぐる状況」Ｐ．４５）
　　Ｈ１０　　６６８２人　　１９８６学級
　　Ｈ１９　１１５１８人　　２９６５学級

・Ｈ１８．４　　学校教育法施行規則一部改正
　→ＬＤ，ＡＤＨＤの児童生徒が、通級指導教室の対象に

・通級指導教室児童生徒数・教室数推移
　　（「大阪の教育をめぐる状況」Ｐ．４６）
　　　　Ｈ１０　　５４３人　　６８教室　（２０市町村）
　　　　Ｈ１９　１４５３人　　９１教室　（２８市町村）
　　　　　　うち、ＬＤ，ＡＤＨＤの児童生徒対象
                  　               ３２教室　（１７市町村）

 ○通級指導教室児童生徒数・教室数の増加

 
 
　

　
【今後の方向性】

　【調査研究を継承する取組み】
　

　　自立支援推進校
（知的障害生徒自立支援コース設置）

【調査研究の趣旨を活かした取組み】
　

　　共生推進モデル校
　　（共生推進教室設置）

上記の高等学校の配置は、府内全域において知的障害のある生徒が志願できるよう、
現行及び将来の高等学校の通学区域を踏まえて地域バランスを保ち、通学時間やニー
ズ等を考慮し検討する必要がある。

○H17 府学校教育審議会答申
　　「高等学校における知的障害のある生徒の受入れ方策について」 （抜粋）

○大阪府が全国に先駆けて知的障害のある生徒の高等学校への受入れを施策として
　展開していく意義は大きい。
○知的障害のある生徒が高等学校で学ぶための施策を計画的に推進していくことが
　必要である。
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・特別支援学校が、小・中学校、高等学校
等の要請に応じて、障害のある幼児児童生
徒の教育に必要な助言・援助を行うよう努
めることを規定

・Ｈ１５～１８で１０１名を養成
・地域支援の状況
　　　（「大阪の教育をめぐる状況」Ｐ．４６）
　　巡回教育相談
　　　　Ｈ１７　３３８回　→　Ｈ１８　５２３回
　　研修等への講師派遣
　　　 　Ｈ１７　２９９回　→　Ｈ１８　３７０回

○学校教育法第７１条の３
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○府立盲・聾・養護学校
　　リーディングスタッフの活用

Ⅱ　知的障害のある生徒の高等学校における学習機会の充実

Ⅲ　義務教育における「ともに学び、ともに育つ」教育の推進
Ⅳ　一人ひとりのニーズに応じた教育の充実
Ⅴ　府立盲・聾・養護学校のセンター的機能の発揮

○高い養護学級設置率

　・府　　　 ９８．２％  （H19）
  ・全国　　６４．２％  （H18）

府立盲・聾・養護学校

　○個別の教育支援計画
　　　　障害のある幼児児童生徒一人ひとりのニーズを把握し、関係機関との連携を図りつつ、乳幼児期から学校卒業後までの
　　長期的な視点に立って、一貫して的確な教育的支援を行うための支援計画

　○個別の指導計画
　　　　障害のある幼児児童生徒一人ひとりの障害の状態等に応じたきめ細かな指導が行えるよう、個別の教育支援計画等を
　　ふまえて、学期ごと又は年間の具体的な指導の目標、内容・方法を盛り込んだ指導計画

　　　　　    連　　　携
　　＊地域ネットワーク構築
　　＊個別の教育支援計画、
  　　 個別の指導計画の作成と
   　　効果的な活用

○入学者選抜を実施す
　る知的障害生徒自立
　支援コースを府立の
　高等学校９校に設置
　し、自立支援推進校
　とする。

＊大阪市立の高等学校
　２校においても、知
　的障害生徒自立支援
　コースが設置されて
　いる。

○府立たまがわ高等支
　援学校の共生推進教
　室を府立枚岡樟風高
　等学校内に設置し、
　両校の連携協力のも
　と、たまがわ高等支
　援学校の生徒が枚岡
　樟風高等学校におい
　て教育を受けてい
　る。

　　　個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成

　　【個別の教育支援計画作成状況】　　　　　　【個別の指導計画作成状況】
　　　○養護学級　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○養護学級

　　　　小学校３５．４％　　中学校３７．２％　　　　　　　　小学校１００％　　　中学校１００％
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・府立盲・聾・養護学校
　リーディングスタッフ
・市町村リーディング
　スタッフ
・市町村教委指導主事
・臨床心理士
・学識経験者
　　　　　　　　　　　等

巡回相談員

小・中学校

通常の学級 養護学級

（構成員）
校長、教頭、養護教諭、
特別支援教育コーディネーター、
学級担任等

（役割）
・実態把握 ・ 支援策の検討
・個別の教育支援計画の作成
・個別の指導計画の作成への参画

　　　数値％は、すべての在籍
　　　児童生徒に対して作成して
　　　いる学校の割合

平成１９年度　自立支援推進校（知的障害生徒自立支援コース設置校）

校　　　　名 所　在　地 通学区域
１学年
生徒数

府立園芸高等学校 池田市 府内全域 ３

府立阿武野高等学校 高槻市 １区 ３

府立柴島高等学校 大阪市東淀川区 府内全域 ３

府立枚方なぎさ高等学校 枚方市 ２区 ２

府立八尾翠翔高等学校 八尾市 ３区 ２

府立西成高等学校 大阪市西成区 ３区 ３

府立松原高等学校 松原市 府内全域 ３

府立堺東高等学校 堺市 府内全域 ２

府立貝塚高等学校 貝塚市 府内全域 ２

平成１９年度　共生推進モデル校

校　　　　名 所在地 通学区域
１学年
生徒数

府立枚岡樟風高等学校
（共生推進教室設置）

東大阪市
府内全域
　（大阪市除く）

２

府立たまがわ高等支援学校 東大阪市 同上 ４８

○入学者選抜状況　（「大阪の教育をめぐる状況」Ｐ．４４）

・自立支援コース　　　Ｈ１８　３．４３倍　　Ｈ１９　３．３６倍
・府立たまがわ高等支援学校
　　　本校　　　　　　　　Ｈ１８　１．４倍　　Ｈ１９　１．９２倍
　　　共生推進教室　　Ｈ１８　０．５倍　　Ｈ１９　１．５倍
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